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グローバル気候変動下における環日本海地域の生態
的・経済的脆弱性の比較研究
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グローバノレ気候変動下における環日本海地域の
　　　　生態的・経済的脆弱性の比較研究
池田三郎＊・片岡正昭＊＊
＊防災科学技術研究所　客員研究官
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要　旨
　本研究では，経済のグローバル化の傾向と相まって地球的規模の環境質変化が特徴的に出てくると思われる地域，
すなわち，環日本海地域を取り上げて，気候温暖化や経済開発の進展による沿岸域の環境質の長期的変化を分析し，
これら環境リスクに対してどの様な社会的な応答が可能であるのかを地域社会システムとしての脆弱性と適応性の
観点から整理する．このために，まず日本海の環境質の歴史的変化と現状に対する定量的評価ならびに将来予測シ
ナリオを策定し，日本海域の生態的脆弱性と沿岸地域の社会経済的脆弱性に関する具体的な考察を試みる．次に，
日本海沿岸地域の地域社会システムとしての適応性の評価のために，まず沿海諸国の産業・環境政策の現状を評価
し，続いて，地中海やバルト海など国際的な閉鎖性海域における国際環境協力成立過程を参考にして，環日本海地
域における将来の国際環境協力の可能性を展望する．
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